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修士論文題目. 子どもの肥満に関与する生括習慣と母親の育児との関係
-母親の育児の思いと育児の実時の観点からの考察-
目的:本研究は、主に生括習慣病の発症要図とされる生括習慣が小児期にそ
の基本が形成されることに注目し、その影響要因の一つとして考えられている
この時期の母親の育児行動(特に・、食と運動)の背景にいかなる要因が影響し
ているのかを明らかにする。
方法:経産婦を対象に半構成式質問紙を用い「育児をする上で大事にしてい
ることは何か」 「育児は誰がするとよ`いか」 「健やかに育てるには誰が関わる
とよいか」 「母親白身の育てられ方.に対する思い」 「第1 ・ 2子の子育てに関
する思い」 「自分の子育てについてどのように思うか」を面接調査した。項目
毎に逐語化し育児上の個人的な特徴と共通性について意味内容の現収性により
分類し、母親の育児に影響する要因を明らかにした。さらに3歳児健静対象児
をもつ母親　468名と肥満外来に退院する子どもをもつ母親18名を対象にアンケ
ート調査および面接調査を実施した。調査項目は、肥満の原因といわれている
育児に影響する要因(乗母の育てられ方、母親のパーソナリティ、実母・義母
の関わり、母親の育児観、支援者としての夫との関係、母親を取り巻く環境)
育児上の困り串、育児に対する思い、育児の優先度とした。
分析方法は、伊藤らの肥満度計算盤を用いて肥満度15%の基準で3群(非肥
満群、潜在肥満群、月巴満群)に分類し、調査結果を単純集計し、度数、百分率
を算出した。面接調査においては、面接内容を対象者の了解を得て録音し、そ
の内容を逐語化したものを、時期を追って　6項目に分類し、その特徴をみた。
また、子どもの肥満の有畑や保健指導の受講の有軸で母親の育児に影響する要
因に違いがみられるかを明らかにした。
結果および考察:潜在肥満群・肥満群全員の母親が主たる育児担当者であり
調理担当者でもあった。子どもが月巴満傾向にある母親ほど子どもとの関わりが
多く、育児を母親役割と捉え実行する傾向が強いという結果であった。また、
献立の中心は非肥満群、潜在肥満群では夫が、肥満群は子どもが中心であった
育児への思いは、肥満群では全員が子育ては母親役割だとし、 9割以上が子ど
もが小さいうちの仕事は望ましくないと答えていた。また、すべての母親が育
児上、健康を最優先し、次いで社会画、情緒面の順であった。潜在肥満群は、
非肥満群よりも社会面を重視していた。非肥満群に比べて肥満群では7割以上
の者が健康面を最優先していた。育児上の困り事の内容は「食及び栄養」が最
多であった。これは現在肥満外来で保健指導を受けることによる意識づけの結
果と思われる。しかし、 「母親のストレス」を困りごとの2番目に挙げており
結果をみると健康を育児上の最優先としつつ、またそのことで母親は困ってい
た。また、肥満傾向が強いほど子どもが泣いたり、・欲しがればいつでもミルク
(備考) 1.研究の目的・方法・結果・考察・総括の順に記載すること(1200宇以内)
2. ※印の欄には記入しないこと。
(続　紙)
を与え、しつけも食物を用いて行っていた。運動は、母親が実際に運動をしな
いことや出不精であるという母親の特徴に加え、子ども自身も遊ばなかったり
象にいることを好む傾向がみられるなど子どもの要因による関与がみられた。
子どもの体型への認識は正しく認識できていた。しかし、肥っている子どもの
体型は健康であるという認識がなされており、不健康につながるという判断基
準になっていなかった。この傾向は肥満傾向にある子ともをもつ母親に多く認
め.られ.た。また育児上の支援者も母親自身の友人の数や近所つきあいが少ない
ことで母親にとっては夫が支援者となっている割合が大きく、育児も実母によ
る育てられ方を生かしている傾向がみられた。つまり、肥満の原因として遺伝
的要因を除いて捉えた場合、月巴瀞を引き起こす原因である生活習慣自体が母親
を通して受け継がれているとすればその影響を受ける子どもが肥満傾向にある
ということから改めて母親の生括習慣の影響は大きいと考えられる。特に母親
の生括習慣は子どもが肥満の傾向が強いほど、規則正しい生括をしていること
から、食事の畳、時間、回数、献立、味付けによる影響を受けやすいことや母
親の育児への思いの背景には、 「実母の育児への思い」 「母親のパーソナリテ
ィ」 「実母・義母の育児への関わり」 「母親の育児観」 「支援者としての夫と
の関係」 「母親を取りまく撫境」の要因が影響しているため、それらの要因を
考慮した保健指導がなされる必要があると思われる。
結論: 1.子どもが肥満傾向にある母親は、食生活において「味付けが濃い」
r過食」 「早食い」 、運動はもともと嫌いなものが多い傾向がある。その背景
に寮母の育児を自分の育児に生かしている率が高く、太っている体型は健康で
あるという琵織が強い、また育児は母親役割であるという認識が憩い傾向がみ
られる. 2.母親の肥満に対する保健行動への準備状態は整っていない現状に
おいて日密生措習慣の改変が難しい。この現状に対して具体的な保健指導体制
の確立が望まれる。
